
 
  

  

創立者 羽仁もと子／吉一 家計簿創刊：明治３８年用

 
婦 人 之 友 社 



羽仁もと子案『家計簿』５つの特色 
１ この家計簿をつけていると、ひとりでに予算生活 

をまもることができます。 

２ この家計簿をつけていると、月末にも年末にも、 

ほとんど計算機をつかわないで、生活費のどの費 

目も、一目でわかるようになります。 

３ 毎日、この家計簿に記入していれば、その日まで 

の収支がわかるだけでなく、翌日の適当な支出額 

が示されます。 

４ どんなに経済の下手な人でも、この家計簿をつけ 

ていると、しらずしらず一家の財政を健全にする 

ことができます。 

５ 記入の仕方はごく簡単で、普通のこづかい帳と同 

じように、誰でもやさしくつけられます。 

  



『家計簿』誕生から１１５年の歩み（明治、大正） 

１９０３年 明治 36 年 『家庭之友』１巻４号「我が家の家計簿」の中で予算と費目わけのことを提唱 

１巻５号は「勤労貯蓄の実験」の特集（１０頁） 

１巻８号に「家計予算表」を発表 

１９０４年 明治 37 年 ２巻９号に「家計簿のすすめ」「迎年準備予算表」「家計を健全にする工夫」 

などの記事を掲載し、家計簿の広告を出す 

 
同年 12 月 羽仁もと子創案『家計簿』出版 ３６銭〒６銭 

１９０６年 明治 39 年 『如何に家計を整理すべき乎』出版 

１９２６年 大正 15 年 『家計当座帳』発刊 ２０銭／家計簿８０銭 

 

   
 

 

1903 年：我が家の家計簿 
 

1904年：家計を健全にする工夫 1904年：家計簿のすすめ 
 

1904 年：迎年準備の日課記事と予算表 

創刊時家計簿 



『家計簿』誕生から１１５年の歩み（昭和） 

１９２７年 昭和  ２年 羽仁もと子著作集『家事家計編』刊行１円 

１９３３年 昭和  ８年 「家事家計講習会」全国各地で開催（以後毎年） 

普及版『家計簿』９～１２月の４カ月分を発売 １５銭〒４銭 

１９３４年 昭和  ９年 『家計簿』創刊１０年 ６０銭〒１０銭 

１９４３年 昭和１８年 戦時下統制のため『家計簿』２年休刊（19 年、20 年版未発行）  

１９４５年 昭和２０年 『家計簿』昭和 21 年版 復活 

１９４６年 昭和 21 年 「家計簿をつけ通す同盟」始まる（「婦人之友」６月号で参加を呼びかけ全国から 

523 人が名乗りをあげ、家計簿をつけ通すことを約束） 

１９４７年 昭和 22 年 戦後用紙不足のため『家計簿』２年間休刊（23 年・24 年版未発行） 

１９４９年 昭和 24 年 『家計簿』２５年版 復刻 ８０円〒２０円 

「家事家計講習会」全国 40 ｶ所で開催（以後毎年） 

１９５８年 昭和 33 年 『婦人之友』12 月号が家計特集号になる 

「赤坊から老人までの生活経済」（158 頁にわたる特集、以後毎年） 

 

 

昭和 18年 12月号掲載 
『家計簿』休刊 
のお知らせ 



『家計簿』誕生から１１５年の歩み（平成） 

１９９２年 平成 4 年 『高年生活の家計簿』出版 690 円 

１９９３年 平成 5 年 『家計簿』創刊 90 年 910 円 

２０００年 平成 12 年 『生活家計簿 1.0』CD-ROM 版 出版 7,000 円 

２００１年 平成 13 年 『予算生活の家計簿』 出版 1,190 円 

２００２年 平成 14 年 『生活家計簿 2.0』CD-ROM 版 出版 7,000 円（ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ 3,800 円） 

２００４年 平成 16 年 『家計簿』創刊 100 年 

２０１２年 平成 24 年 『羽仁もと子案家計簿』と『高年生活の家計簿』につけかた DVD をつける 

２０１４年 平成 26 年 『家計簿』創刊 110 年 

２０１８年 平成 30 年 『家計簿』創刊 115 年 2019 年版各家計簿デザインカバー付を発売 

 

       
 



３５年間の純生活費グラフ（月平均） 
２４歳（結婚時）からつけ続けている読者の記録 

『婦人之友』2015 年 12 月号掲載 

 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   未来をつくる子どもたちへ 母から娘へ、娘から孫へ 

                     年代ごとの金銭教育 

『小学生のこづかいちょう』 
数字がわかるようになったら、おこづかいと一緒にわたします 

 
 

 

 

『こづかい帳』 中学生・高校生・大学生 
自分で費目を考えておこづかいを管理 

  

『わたしの経済ノート』 
収入を得るようになったら、家計管理の始まりです 
 

 
 



 

 今年も全国 （900 カ所） で家事家計講習会が開かれています 

 

 

 

『婦人之友』誌面(毎年 11月・12月号)↑ 

「婦人之友社」ホームページ↓ 

で告知 

 

（例）沖縄のチラシ 
教育委員会・NHK 

  なども後援しています。 

 

【全国友の会】主催 
1930 年、羽仁もと子の思想に賛同した女性たちに 
よって生まれた団体です。 
健全な家庭をはぐくみ、地域にはたらきかけ、より

よい社会を創りたいと活動しています。 
2011 年から、公益財団の認可を受けています。 
現在全国に約 19,000 人の会員を有しています。 

 

 

講習会の様子 

↑東京第一 多摩→ 



 

 

 

 


